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第1章 事業概要

シカゴ公演での記念撮影 バンク ーバー公演での記念撮影

｀ ● ／ 

.̀
 ．．
 

;̀
t̀
｀

 

f
( ‘

令．ャ、‘

‘
5、
<
、

p̀
·
 

d、
5.

i

e
“
よ

“

 

笠
滋
[ .

4

.

＼
＂

 
0-

:

t
.

i
 

L
 

りt"
守りぷ、

1

勺
-r

,
f.

.

苔＂^．
：，ヽ
3
V
�
•i

f’.
p'
`
 

9.｀
？f.
>·
 

.
`A

q
 

[、̀
ぐ・

A
 

9.r.
 

i{
＂
 

ぃ―

ー

う
迂'
7.

N.｛
 

‘
ー
ー'̀

ぷ
/’

•*
 
．．

 

L
 

ん

オハイオ公演での記念撮影
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1-1 事業趣旨

l)事業概要
「世界のウチナーンチュの日」に関連してイベント等を実施する海外県人会に対し、 沖縄の

持つ多様で魅力的な文化芸能の指導者を派遣し、 その活動を支援することで、 沖縄が持つ魅
力を海外に発信するとともに、 海外県人会と沖縄のつながりを継承•発展・強化する。

2)事業目的
① 「世界のウチナーンチュの日」の定着化（イベント開催支援）
②海外県人会におけるウチナーネットワ ーク強化につながる文化的取り組みの拡大
③海外における関係者（特に若い世代）の沖縄文化等への興味•関心の拡大

3) 事業内容
海外県人会が主催する 「世界のウチナーンチュの日記念イベント」に合わせて沖縄から文化
芸能の指導者を派遣することを通して、 母県沖縄との絆を強め 「世界のウチナーンチュの
日」のイベント等について、 海外県人会が主体的かつ継続的に取り組んでいけるよう支援す
る。

4) 派遣先及び派遣芸能指導者

総合コ ー ディネー タ ー／平田大一

①オハイオ州沖縄友の会
指導者 花城悠 （諸見里青年会／伝統エイサ ー指導）

砂川広平（諸見里青年会／伝統エイサ ー指導）
伊證廉太（諸見里青年会／伝統エイサ ー指導）

②シカゴ沖縄県人会
指導者 上江洲安秀（龍神伝説総長／創作エイサ ー及び獅子舞など芸能全般を指導）

③バンクー バー沖縄県友愛会
指導者 亀井美音 （三線指導及び琉球舞踊アドバイス）

岩崎カンナ （現代版組踊ダンス 「 ダイナミック琉球」）
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総合コ ー ディネ ー タ ー 平田大一

【プロフィ ー ル】

1968年沖縄小浜島出身。大学卒業後「小浜
島キビ刈り援農塾」を主宰、 文化を基調と
した地域活性化を 一生の仕事と決める。
2001年「きむた かホ ー ル館長」、 2005年
「那覇市芸術監督」、 2011年「沖縄県文化
観光スポ ー ツ部長」に抜擢、 2013年から 4
年間「（公財）沖縄県文化振興会」の理事
長に。 現在は沖縄文化芸術振興アドバイ
ザー として新たな地域活性化のモデルづく
りのトップランナ ー として更なる挑戦を続
ける。舞台演出家、 南島詩人、 また内閣府

沖縄振興審議会にも在籍。

派遣先県人会との連絡及び調整業務を通じ現地県人会の要望を把握し、 それにふさわしい
指導員の人選と選定、 ワ ー クショップ及び指導プログラムの構成や進行の統括、 また舞台
やイベントの演出助言や企画提案など、 幅広い専門知識と文化感性を持った総合的なコ ー

ディネ ー タ ー として、 平田大ー氏を起用。

【経歴】
•前公益財団法人沖縄県文化振興会 理事長 2013年 6月～2017年 6月
・元沖縄県文化観光スポ ー ツ部部長 2011年 4月～2013年 3 月
•世界エイサ ー大会2013年～2015年大会会長
•第1回 E i s a - E X P O 2016総合プロデュ ーサ ー兼統括責任
•世界エイサ ー大会2017年総合演出
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■オハイオ／諸見里青年会（写真左から） 砂川広平 花城悠 伊禰廉太

【プロフィール】

エイサ ーの街、 沖縄市の青年エイサ ーの中でもダイナミックで勇壮な演舞と優雅な手踊りが

目を惹く 「諸見里青年会」。 オハイオ州の県人会では、 経緯は諸説あるが、 設立当時の約20
数年前からこの諸見里青年会のエイサ ーを踊り継いできており、 今でもオハイオ州の県人会

ではウチナーチムグクルを実感できる大切な芸能として大切にされてきている。 今回、 長年

の夢であった本場、 諸見里青年会の花城悠会長を先頭に、 前の会長の砂川広平さん、 若手

リ ーダー伊證廉太さん等を招き、 初めての現役青年会メンバ ーによる、 現地オハイオ州での

直接指導が実現することとなった。 この度の派遣事業を通じて、 ウチナ ーチムグクルの継承

と発展をねがい、 オハイオ州沖縄友の会の、 ネクストステ ージの幕開けとチャレンジになる

であろうと思う。

■シカゴ／J::江洲安秀 （龍神伝説総長／創作エイサー及び獅子舞など芸能全般を指導）

【プロフィール】

うるま市を拠点に県内外でも名の知れた 「龍神伝説（具志堅司主宰）」で活動する、 上江洲

安秀さんは、 若手ながら「総長」の肩書きを持つ。 創作エイサ ーの指導のみならず、 獅子舞

や旗の演技、 京太郎舞など芸風も多彩だが、 今回は舞台全体の構成演出でも大活躍。 去る6月

に開催された「ジャパンフェスティバル（シカゴ日本人会主催）」では日本を代表するメイ

ンアトラクションの演出としてシカゴの沖縄メンバ ー と舞台を手がけ、 大きな反響を呼ん

だ。 今回はその感動ステ ージをさらにブラッシュアップした、 チムドンドンな内容を目指

す。 現地、 若手プレイヤ ーとのコラボが見どころ、 老若男女から慕われるナイスガイであ

る。
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■バンクーバー ／亀井美音 （三線指導及び琉球舞踊アドバイス）

【プロフィ ール】

沖縄県立芸術大学音楽学部琉球芸能専攻卒業

野村流保存会三線教師免許取得

卒業後、 カナダ語学留学中、 地元の方々の要望で三線教

室を開く他、 バンクーバー沖縄太鼓クラブと共に、
「ニューイヤーズイブバンク ーバー2015 （バンクーバー

市主催）」日系人祭り「パウエル祭」など、 多数公演に

参加。

帰沖後、 多様な音楽経験を活かし、 歌三線、 ソロ歌手と

してマルチに活動中。

2017年、 沖縄タイムス主催古典芸能コンクール三線部門

グランプリ受賞。

2018年、 オーストラリア ・ メルボルンにて東日本大震災

復興を目的とした「JSC レインボープロジェクト」、 「日

豪ジュニアプロジェクト」を支援するチャリティ ーコン

サート「美ら島の唄」を開催（豪州かりゆし会主催）。

■バンクーバー／岩崎カンナ （現代版組踊ダンス 「ダイナミック琉球」）

【プロフィ ール】

石垣市出身／八重山高校卒
El Camino College卒業

小学生の頃より、 平田大ーが演出する八重山の舞台

「現代版組踊オヤケアカハチ～太陽の乱～」の役者、

女性アンサンブルとして常に中心的役割を担う。 高校

卒業後、 単身渡米し北米の大学に進学、 その傍で学外

のダンスチームに所属、 語学とダンスの上達を目指す

とともに、 ダンスを通じた沖縄ネットワ ークの形成に

も積極的に参加。

昨年の沖縄文化芸能派遣事業では、 北米沖縄県人会、

ブラジル県人会の弾丸ツアーにも強力参戦し大活躍。

今回は、 次世代向けの 「ダイナミック琉球」の指導を

始め、 舞台演出の進行補助も担う。
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1-2 事業概要その 1 アメリカ・オハイオ

l) 派遣先： オハイオ州沖縄友の会

2) イベント名： WORLD UCHINANCHU DAY in Ohio USA 

※今回初めて世界のウチナ ー ンチュの日の記念イベントを実施

3) 日時： 2018 年10 月27 日（土） 13:00 - 15:00 

4) 湯所： 米国オハイオ州コロンバス市

5) 指導内容： エイサ ー

6) 指導者： 花城悠、 砂川広平、 伊證廉太（諸見里青年会）

7) 派遣期間： 平成30 年10 月20 日（土） ～ 10 月29 日（月）

8) 県人会概要：
沖縄県出身者とその家族が集まり、 沖縄文化の良さを確認し、 交流を促進する集いの場を

提供し、 沖縄文化への理解を高めることを目的に1995 年に設立。

現会長はJune McVey氏。 琉球舞踊や三線、 琉球國祭り太鼓オハイオ支部などが活躍。

諸見里青年会によるエイサ ー指導の様子
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9)会場

Capital City Church 
1290 Old Henderson Rd, Columbus, OH 43220 

会場外観入りロ ホ ー ル室内の様子

本番会場の外観を他の角度から ジュ ー ン会長夫妻と会場・音響スタッフ
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1-3 事業概要その2 アメリカ・シカゴ

l) 派遣先： シカゴ沖縄県人会

2) イベント名： WORLD UCHINANCHU DAY CELEBRATION in CHICAGO 
世界のウチナ ー ンチュの日記念イベント ～結伝 (yuiden) ,..,_,
つながろう伝えよう島心
※今回始めて世界のウチナ ー ンチュの日記念イベントを実施。

3) 日時： 2018 年11 月3 日（土）17:30-19:30

4)場所： 米国イリノイ州シカゴ市

5)指導内容： エイサ ー （創作エイサ ー 、 獅子舞等芸能全般）

6)指導者： 上江洲安秀（龍神伝説）

7) 派遣期間： 平成30 年10 月25 日（木）～11 月5 日（月）

8)県人会概要：
1966 年設立。 現会長はPaula Schmidling氏。

琉球舞踊や三線、 祭り太鼓エイサ ー 、 空手などに取り組んでいる。 日系の聖マタイ幼稚園
のエイサ ー グルー プとコラボレ ー ションし、 6月のシカゴジャパンフェスティバルで沖縄
の文化芸能を披露し注目を集め、 ウチナ ー ネットワ ー クが盛り上がりを見せている。

ハイレベルなエイサ ー指導の様子
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Ì
‘

、‘▲

．
 
．

 

｀

 

.

“

`

 

．

．

 

癒��一
ヽ
噸．‘

、 .

“
.、
含ヵ -.

9.i-

↓ヽ
疇
ご
｀

 ＂＂
U 曾
咄、

f
 ．．．．
 

g,9
 
¢‘
 

l
 

•

•
 

L
八
令

．

I――一＂
・一

名1
‘

緊張感たかまる本番直前の楽屋

冨．
.鰯べマ

鳥 9 ・
ムぶヽヘヽ �彎．

匿l 9.... 

¢ 

二

•
 イベントの様子 次世代への継承を目指す

県人会所属の祭りエイサ ー太鼓グルー プ

- 10-



9)会場

Glenview Park District - Park Center 

2400 Chestnut Ave, Glenview, IL 60026 

会場ホ ール外観

イベント本番となる会場のステ ー ジに立つ

稽古やリハ ー サルで使用したマタイ教会ホ ール

ホ ール室内の様子

出演者も多いため席のレイアウトにもーエ夫

プレ公演会場のシカゴ双葉会日本語学校入口
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1-4 事業概要その3 カナダ・バンクーバー

l) 派遣先： バンクー バー 沖縄県友愛会

2)イベント名： 2019 NEW YEAR PARTY／新年会

3)日時： 2019年2月23日（土） 16 : 00,....,21 : 30 

4)場所： カナ ダブリティッシュコロンビア州バンクー バー 市

5)指導内容： 三線、 舞踊

6)指導者： 亀井美音（三線・琉球舞踊アドバイス） 、

岩崎カンナ （「ダイナ ミック琉球」ダンス）

7)派遣期間： 平成 31年2月12日（火） ～2月25日（月）

8)県人会概要：
1975年設立。 現会長はThomas Okuma氏。

亀井美音氏が バンクー バー に滞在していた折に、 三線を指導したことから三線サ ー クル

を結 成 し、 活動を続けている。 次世代の若者 が沖縄の 文化芸術の魅力を 通して、 ウチ
ナ ー ネットワ ー クに関心 を持つよう取り組 んでいる。 2019年10月の世界のウチナ ー ン

チュの日のイベントに向け、 まずは新年会で機運を 盛り上げようと計画している。

三線指導と琉球舞踊を立ち合いで助言する様子 マミド ー マ姿で準備万端

大賑わいのイベントの様子 県系人キッズ初めての琉球ダンスに挑戦
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9)会場

8系文化センタ ー

Nikkei National Museum & Cultural Centre 

6688 Southoaks Crescent, Burnaby, BC V5E 4M7 

会場となるホ ー ル日系文化セ ンター の外観

ALsft?? 

日系文化セ ンター館内には
移民の歴史にまつわる貴重な展示も

3つの部屋をぶち抜いて使用した
座席のレイアウト

ホ ー ル室内の様子

会場設営も皆んなで手作り

カナダの大自然の中に灯る日系文化の明かり
雪化粧が会場を飾る
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1-5 事業実施スケジュ ール

仕様書に基づく派遣先県人会を設定の上、 企画コンペを行った。 これと並行して派遣先期

間や海外県人会へ要望調査を行い、 派遣先スケジュール、 指導形態を含めた専門家の選定を

おこなった。

契約締結後、 事業を円滑に進めるため、 指導者を派遣する前に、 事前調整のため、 現地視

察を実施することとした。

県人会との連絡手段は主に電話、 メ ール等を活用し調整を行った。 派遣先が決定した後は

概ねスケジュールに沿って実施した。

業務委託契約締結～委託業務実施

派遣先県人会

要望調査

派遣日程の確認

指導形態（ワ ー クショップ

定期的稽古の鶴認）

航空券等の手配

渡航手続

保験麗連
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第2章 行程詳細

ツア ーの始まり「オハイオ」での歓迎 オハイオ公演での出演者記念撮影

シカゴ公演で次世代メンバー と記念撮影
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バンク ーバー公演での出演者記念撮影
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2-1 事前現地確認

l )全体 スケ ジ ュー ル

事前 の現地確認を2018 年7 月23 日から7 月30 日ま での日程 で行い、 県人 会と細部 を打 ち 合わ
せるととも に、 会場の下見 を行っ た。 主なスケ ジ ュー ルは 以下 の通りであ る。

■201 8年芸能指導者派遣事業事前調整スケジュール

日 付 発地／漕在地 時間 スケジュール

那覇発 18 10 那覇発、 全 日空474便にて空路、 羽田へ向け出発

羽田着 20:35 羽田着 （国際線ターミナルヘ移動）

1 7月23日（月） 羽田発 21:50 羽田発 、 全日空116便にて空路、 バンクーバーヘ向け出発

パンクーバー着 1 4:45 パンクーバー着

黒人会との打合せ

10:00 バンクーバー沖縄県友愛会訪問

2 7月24 日（火） パンクーパー市

本薔会場、 練習会場視察

バンクーバー発 1 1 . 10 パンクーバ一発UA246便にて空路シカゴヘ向け出発

シカゴ着 1 7:07 シカゴ着（彙り継ぎ）

3 7月 25 日 （水）

シカゴ発 1 7:55 シカゴ発UA3613便にて空路コロンバスヘ向け出発

コロンバス着 20:24 コロンパス着

10:00 オハイオ州沖縄友の会訪問 、 会場下見事

4 7月26日 （木） コロンバス市

県人会との打合せ

コロンバス発 10:56 コロンバス発UA532“更にて空路シカゴヘ向け出発

5 7 月 27日 （金） シカゴ着 1 1 . 12 シカゴ着

シカゴ双葉会 日 本人学校、 会場視察

9:00 シカゴ沖縄県人会ピクニック

6 7月28日 （土） シカゴ市

Robinson Woods 野外公園視察予定

7 7月29日 （日） シカゴ発 1 2:45 シカゴ発UA881便にて空路成田へ向け出発

成田着 1 5:55 成田着

8 7月30日 （月） 成田発 17:55 成田発UA7972便にて空路那覇へ 向け出発

那覇着 20:45 jJ1覇着
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2) 現地確認の様子
バ ン ク ーバ ー 、 オハ イ オ、 シ カ ゴに お け る 打 ち 合わせや会場下見の様子 を 以下 に 示す。

①バ ン ク ーバ ー (7/23~7/25)

バ ン ク ーバ ー会場の下見

②オハ イ オ (7/25~7/27)

r. 

オハイオ州沖縄友 の会とのミ ー テ ィ ン グ

③ シ カ ゴ (7/27-7/29)

． 、
一

シ カ ゴ双葉会日本語学校 の視察

バ ン ク ー バー沖縄県友愛会と の意見交換会

オハイ オ の皆様の諸見里エイサ ー披露

- 』-1

• 

，，べ、しデ 疇礼 � 9 -

‘魯 呑←: - ぞ ’r 、ヘ←=へ—‘’一
一 ←さ

髯鳳 ぞニ}
ミ-

シ カ ゴ沖縄県人会と の意見交換会
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2-2- 1 オハイ オ旅行行程 ( 1 0月 20 8--1 0月 29 8 )

オハイ オ ヘの沖縄文化芸能指導者派遣の全体ス ケ ジ ュ ー ル は 以下の通 り であ る 。

■オハイオ州沖縄友の会派遣スケジュール
日 付 発地／滞在地 発時間 着時間 スケジュール

傭見凰青年童（花鑢、 砂）II」刃劃オハイオ入り

那覇～成田 1 1 :35 1 4: 15  那覇発 、 AA9046便にて空路、 成田へ

10/20 成田 17:55 成田発 、 AA1 54便いて空路、 シカゴヘ向け出発
1 

（土） シカゴ 15:40 彙り縫ぎ ー 一 日 付変更線ー一

シカゴ～コロンバス 18:40 2 1 :00 シカゴ発、 AA3785便にて空路、 コロンバスへ

到着後 県人会との打合せ

コロンバス市内 10:00 1 2:00 県人会スタッフとの顔合わせ

2 
1 0/21 

（ 日 ）
13:00 16:00 エイサー指導等

16:30 1 8:00 衣装の着付け指導等

3 1 0/22（ 月 ） オハイオ州内 終 日 本書会場等の視察 、 オハイオ州内視察、 県 人会スタッフとの打合せ等

平田コーディネーターオハイオ入り

那覇～成田 1 1 :35 14:15 那覇発 、 AA90“便にて空路、 成田へ

成田 17:55 成田発、 AA1 54便にて空路、 シカゴヘ向け出発

シカゴ 1 5:40 彙り継ぎ ー 一 日 付変更線ー一

4 
1 0/23 

（火）
シカゴ～コロンパス 18:40 2 1 :00 シカゴ発、 M3785便にて空路、 コロンパスへ

オハイオ州内 午前中 本薔会場視察、 オハイオ州内視察、 県人会スタッフとの打合せ纂

コロンパス市内 16·30 20:00 エイサー指導及び衣韮の着付け指導等

II 20:00 21:00 平田コーディネーター迎え・合流

＂ 到着後 県人会スタッフとの打合せ

10/24 コロンバス市内 午前中 県人会スタッフとの打合せ
5 

（水） II 18·30 21 :00 エイサー指導

コロンバス市内 9:00 9:30 高校訪問 ワ ークショッブ（沖縄文化紹介＆沖縄ブロモーション）

6 
1 0/25 

（木）
＂ 14:00 14:30 小学校訪問 ワ ークショッブ （沖縄文化紹介＆沖縄ブロモーション）

＂ 県人会スタッフとの打合せ

10/26 コロンパス市内 午前中 県人会スタッフとの打合せ
7 

（金） ＂ 16:00 2 1 :00 イベントリハーサル及び会場準傭＠Capital City Church 

10/27 コロンバス市内 9:00 イベントリハ ーサル及び会場準傭＠Capital City Church 
8 

（土） ＂ 13:00 1 5:00 2018年度「世界のウチナーンチュの 日」記念式輿

.’"鼻鱈•,1Bコ→淋→→氾......

10/28 コロンバス～シカゴ 10:23 10:47 コロンパス発 、 “.3534便にて空路、 シカゴヘ向け出発

( B )  シカゴ 1 1 :55 シカゴ発、 AA153便にて空路、 成田へ

ー 一 日付変更繰 ー一

・見量青隼重日本着

成田 1515 成田着

10 
10/29 

（月 ）
入国審査 、 通闘手緩き、 搭彙手続き

成田 ～那覇 19:00 22.25 成田発、 AA9053便にて、 那覇へ向け出覺

22:25 那覇空港着、 荷物受け取り
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2-2-2 指導実施概要

米国 ・ オハイ オ州 コ ロ ンバス 市／オハイ オ州沖縄 友の 会

l )実施 概要
オハイオ州沖縄 友の会が世界のウチナ ー ンチュの日を祝う イベントを10 月27 日 （ 土） に開催
す る のに合わせて、 以下 のとお り 芸能指導 者 を派遣 し、 エイサ ー の指導 を行 い、 現地 での

ワ ー クショップや イベントヘ の出演などを行っ た。

① 諸見里青年会 花城 悠 （ 会長） 、 砂川 広平、 伊證 廉太
派遣期間 ： 平成30 年10 月20 日 （ 土） ～29 日 （ 月）

②総合コ ー ディ ネ ーター 平田 大一

派遣期間 ： 平成30 年10 月23 日 （ 火） ～28 日 （ 日）

2 )指導 の様子
先に現地入 り した 諸見里青年会は オハイオ州沖縄 友の会のエイサ ー メ ンバーヘ の指導、 衣装
の着付け指導 を行っ た。 平田 コー ディ ネ ーター は 次世代の育 成 を目的に、 子 ども 達 への指導
ヘカ を入れ た。

＼ 熱が入るエイサ ーの指導
諸見里青年会か らの直接指導は悲願で し た

諸見里のエイサ ース ピ リ ッツ が炸裂 し た
リ ハ ーサル風景

手順を教えなが ら の着付けの指導
青年達に着付けて貰いち ょ っと照れ気味

次世代ワ ー クショップの様子
沖縄文化をユ ー モアた っぷりに伝えてい き ます

- 1 9 -



3 ) ワ ー ク シ ョ ッ プ等の実施状況

①高校訪問 ＆公演
学校名 ： Fort Hays Arts and Academic High School （生徒数 ： 1,200人）
日 時 ： 平成30年10月 25 日 （木） 9 : 00.......,9 : 30 
観覧者 ： 300人 (9年生～12年生）
演舞者 ： 平田大一、 諸見里青年会(3)、 オハイ オ州沖縄友の会(9) 計13人

②小学校訪問 ＆公演
学校名 ： Fairborn Primary School （生徒数 ： 1,600人） ※ オ ハ イ オ州で一番大 き な小学校
日 時 ： 平成30年10月 25 日 （木） 14 : 00......., 14 : 30 
観覧者 ： 300人 （幼稚園～3年生） ※現地の教育長や教育委員会広報担当 も 観覧
演舞者 ： 平田大一、 諸見里青年会(3)、 オハイ オ州沖縄友の会(9) 計13人

初めて見る沖縄文化 に
興味津々 の高校生達
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学校公演出演者 と ス タ ッ フ

迫力 あるエイ サ ー太鼓の音が会場 に響 < ! 

オ ハ イ オ州最大の小学校で沖縄文化 を披露
生徒 も 先生 も みんな沖縄サ ウ ン ド大好き

小学校で は通路で着替 え て 支度 し ま し た

高校の会場 と な っ た素敵な ホ ー ルの外観
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4 ) イベン ト （世界のウ チ ナ ーンチ ュ の日 関 連） の実施状況

①イベン ト 名 ： 20 18年 度世界のウ チ ナ ーンチ ュ の日 記念式典
②主催者 ： オハイ オ州沖縄友の会
③来場者 ： 260名 （オハイ オ州沖縄友の会関係者、 近隣の県人会関係者など）
④演舞者 ： 41名
⑤プロ グラム ：

1. 開会のあ いさつ オハイ オ州沖縄友の会会長 June McVey 

2. 来賓紹介 MC : John Volkmar & Karl Kortlandt 

3. 来賓祝辞 ①デ ト ロイ ト 日本総領事 和 田 充広 （代読 ）June McVey 
②沖縄県知事 玉城デニ ー

（代読） 沖縄県文化観光スポ ー ツ部交流推進課 主任 仲村美幸

4. 「世界のウ チ ナ ーンチ ュ の日 」プロ モ ーション動画

5. 「世界のウ チ ナ ーンチ ュ の日 」設立の背景 MC:John Volkmar & Tomoko Welde 

記念演舞

1. かぎやで風 阿波 連本流啓扇和の会

2. 祝い節 阿波連本流啓扇和 の会

3. 友の会子供エイサ ー

4. 涙そ う そ う フラ グル ー プ マ ハロ

5. 豊年 音頭 ・ 沖縄（ウ チ ナ ー） 友の会三線 グル ー プ演奏

6. 平 田大ー ソ ロパフォ ー マンス横笛 ・ 太鼓「キムタ カ 」 「ダイ ナ ミ ック琉球」

7. 感謝状贈呈

8. チ ャ レンジ企画 「平 田大ーと踊 ろ う ) ミ ル ク ナムリ 」

9. 海の声 琉球国祭 り 太鼓 ・ マハロ

10. シンカ ヌ チ ャ ー 平 田大ー ・ 琉球国祭 り 太鼓 ・ マハロ

11. 伝統エイサ ー 沖縄市諸見里青年 会エイサ ー 花城悠、 砂川広平、 伊證廉太
オハイ オ 州沖縄友 の会 諸見里エイサ ー

12. カ チ ャ ーシー
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幕開 け の か ぎやで風 を 優雅に 次世代 に よ る 子 ど も エイ サ ー の披露

地元創作エ イ サ ー と 友情出演の フ ラ の共演
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諸見里青年会 と の練習の成果 を 堂々 と 披露

平田氏の会場を巻込んだ即興 ミ ル ク ム ナ リ

フ ィ ナ ー レ は会場一体のカ チ ャ ー シ ー ！
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2-2-4 指導者帰国後の所感

諸見里青年会 花城 悠

平成30年度沖縄文化芸能指導者派遣事業でオハ イ オ 州 へ 自 分達諸見里青年会の メ ンバ ー が派遣指導
者に選定 さ れた こ と は と て も 嬉 し く 、 誇 ら し く 思 っ て い ま す。
派遣事業 に て、 オ ハ イ オ州沖縄友の会の皆さ ん に は と て も 温か く 迎 え て 頂 き 、 ホ ー ム ス テ イ 先、 滞
在期 間の食事な ど、 色々 と 用 意 し て下 さ り と て も お世話に な り ま し た。 滞在期間中 は オ ハ イ オ州沖
縄友 の会の皆 さ ん と 一緒に視察や、 エ イ サ ー練習な ど を し て い き 、 そ の 中 で言葉の壁や異文化の共
存が感 じ ら れ ま し た 。 練習で は オハ イ オ 州沖縄友の会の皆 さ ん は と て も 積極的で、 学ぼ う と い う 意
識が と て も 強 く 感 じ ら れ ま し た 。
現地 の方か ら の話 し で は、 主体 と し て オ ハ イ オ州沖縄友の会を運営 し て い る 方々 が段々 と 高齢に
な っ て い る た め二世、 三世 に こ の ウ チ ナ ー ン チ ュ の気持ち を 背負 っ て頑張っ て も ら い た い と 話 さ れ
て い た の が印象的です。
世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ の 日 の式典では色々 な 演 し 物があ り 、 自 分達 は オ ハ イ オ 州沖縄友の会の皆 さ
ん と 演舞 さ せ て 頂 き 、 最後に は会場の皆さ ん と カ チ ャ ー シ ーで盛 り 上が り 、 無事成功す る こ と がで
き 嬉 し く 思い ま し た 。
■課題
• 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ の 日 式典の準備の 際に、 音響や必要物品 な どの調整が細か く 必要で あ る と

感 じ た 。

諸見里青年会 砂川 広平

沖縄文化芸能指導者派遣事業で ア メ リ カ 、 オ ハ イ オ州へ行き エ イ サ ー の指導を行い ま し た 。 オハイ
オ州沖縄友の会の方々 は20年程前か ら 諸見里の エ イ サ ー を ビデオ で観て踊 り の型 を 自 分た ち で練習
を し て、 友の会の イ ベ ン ト 行事な どで参加者 に 披露 し て い た そ う です。 私た ち も 踊 り の指導を と て も
ス ム ー ズに行 う 事が出来 ま し た 。 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ の 日 の式典に て 演舞 を 披露 し ま し た 。 式の
最後 に 出演者 と 来場者全員でカ チ ャ ー シ ー を踊 り 、 会場に い る 皆 さ んが一つ に な り 本イ ベ ン ト は大
成功 に終わ る 事が出来 ま し た 。
■ 改善点 （式典 リ ハ ー サ ル時 に 思 っ た事ですが、 ）
・ 会場設営や リ ハ ー サルの指揮者がい な い。
・ 会場での マ イ ク 等、 備品類の使用 の許可 を 誰 に 聞 け ば良 い の か不明。
・ 会場の音響担当 が不在。

諸見里青年会 伊證 廉太

ア メ リ カ オハ イ オ州 に て、 沖縄文化芸能指導者派遣事業で我々 諸見里青年会が指導者 と な り オハ イ
オ州沖縄友の会の方々 に エ イ サ ー の指導を し て ま い り ま し た 。
現地の方々 は 暖か く 接 し て く だ さ り 、 向上心、 好奇心が強 く 感 じ ら れ ま し た 。 そ の為、 「世界の ウ
チ ナ ー ン チ ュ の 日 」 の 式典では皆 さ ん堂々 と 演舞 を 披露 し 、 最後に は会場の方々 一体 と な り カ
チ ャ ー シ ー で締め く く り ま し た 。
■課題
• 練習会場の広 さ 人数 に あ っ た 広 さ の練習場。
・ 効率良 く リ ハ ー サ ル を進め る た め に本番会場の全体な 指揮官が重要であ る 。
・ 言葉の壁や大雑把 な面があ る た め 、 仲介役の方が必要。
・ 備品、 音響の 管理。

- 23 -



2-3- 1 シカ ゴ旅行行程 ( 10月 25 8---- 1 1 月 5 8 )

シカゴヘの 沖縄文化芸能指導者派遣 の 全体 スケ ジ ュー ルは 以下の 通りであ る。

■シカゴ沖縄県人会派遣スケジュール
日 付 発地／滞在地 発時間 着時間 スケジュール

権畢看(..I:.江洲） 、 シカゴ入り

那覇～成田 1 1 :35 14:15 那覇発 、 AA9046便にて空路 、 成田へ
1 0/25 成田 17:55 成 田 発、 AA154便にて空路 、 シカゴヘ向 け出発

1 
（木） ー 一 日付変更線ー一

シカゴ 18:00 シカゴ着

到着後 県人会スタッフとの打合せ

シカゴ市内 10:00 獅子舞演舞披露

2 
10/26 聖マタイ幼稚園 15:00 エイサー指導（大太鼓、 締太鼓、 パーランクー）指導
（金） ＂ 1 8:00 獅子舞指導

” 20:00 県人会スタッフとの打合せ

シカゴ市内 10:00 12 ·30 空手演舞確認 （小林流・ 沖縄県人会）

3 .  
1 0/27 ジュルサレム 13:00 18:00 通しリハーサル （ 空手以外）
（土） ＂ 1 9:00 20:00 獅子舞指導

＂ 20:00 県人会スタッフとの打合せ

平田コーディネーターシカゴ入り

コ ロンバス～シカゴ 10·23 10:47 コ ロンパス発 、 AA3534便にて空路、 シカゴヘ向け出発

シカゴ市内 10:47 シカゴ到着
10/28 聖マタイ幼稚園 13·00 14:30 次世代ワークショッブ①（聖マタイ幼稚園）

4 
（ 日 ） ＂ 1430 1530 交流会 （聖マタイ幼稚園）

＂ 1530 1 730 全体リハーサル
” 1 7  30 20:00 締太鼓、 獅子舞の指導、 三繰 ・ ウクレレ ・ ヴォーカル ・ バイオリン ・琉舞の手直し等
＂ 20:00 県人会スタッフとの打合せ

聖マタイ幼稚園 10:45 1 2:00 次世代ワ ークショッブ②（聖マタイ幼稚園）

5 
1 0/29 ＂ 12·00 14:00 交流会（聖マタイ幼稚園）
（ 月 ） ff 16·00 18:00 大太鼓、 締太鼓指導

＂ 1 8:00 県人会スタッフとの打合せ

6 
1 0/30 シカゴ市内 15:00 18:00 イベント会場下見

（火） ＂ 18:00 県人会スタッフとの打合せ

シカゴ市内 10:00 1 1  00 おでかけ公演会場下見

7 
1 0/31 1 2:00 15:00 次世代ワークショッブ③（聖マタイ幼稚園）
（水） 聖マタイ幼稚園 16:00 18:30 琉舞濱舞指導

＂ 19:00 20:00 獅子舞指導
8 1 1/1 （木） シカゴ市内 18:00 1 9:00 県人会との交流会

， 
1 1 /2 シカゴ市内 1 1 :00 1 1 30 在シカゴ日 本総領事館 表敬訪問

（金） ＂ 1 7:00 2030 イペントリハーサル0双藁彙

崇イペント本書

1 1 /3 
シカゴ市内 1 1 ·00 おでかけ公演会場入り

10 
（土）

” 12  30 13:00 おでかけ公漬◎双藁會 日本露学校
＂ 1400 15:00 意見交換会 （シカゴ沖縄県人会他周辺地域の県人会役員の皆さまと）
＂ 1 7  30 1930 イペント拿暑

”

WORLD UCHJNANCHU DAY IN CHICAGO" 

薫●働看蝙●

シカゴ市内 県人会見送り 空港へ
1 1 /4 出国手続き、 通関手絨き 、 搭景手絞き1 1  
（ 日 ） シカゴ～ 10·30 シカゴ発 、 JL針更にて空路、 成田へ向け出発

シカゴ～ 1030 シカゴ発 、 AA8404便にて空路、 成田へ
ー 一 日付変更線ー一

鸞遭.畢看日本着

成田 15:00 成田着
1 1 /5 入国審査、 通関手綬き、 搭彙手続き12 
（ 月 ） 成田 ～ 那覇 19:00 22:25 成田発、 JL6 1 1 9i更にて、 那覇へ向け出発

19:00 22:25 成田発、 AA9053便にて 、 那覇へ向け出覺

22:25 那覇空港着 、 荷物受け取り
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2-3-2 指導実施概要

米国 ・ イ リ ノ イ 州 シカ ゴ市／シカ ゴ沖縄県人会

l ) 実施 概要
シカゴ沖縄県人会が 世界のウチナ ー ンチュの日を祝うイベントを11 月3 日 （ 土） に開催する の

に合わせて、 以下 のとおり芸能指導者 を派遣 し、 エイサ ー等の指導を行 い、 現地 でのワ ー ク
ショップや イベントヘ の出演などを行っ た。

① 龍神伝説 総長 上江洲 安秀
派遣期間 ： 平成30 年10 月25 日 （ 木） ～11 月5 日 （ 月）

②総合 コー ディ ネ ーター 平田 大一

派遣期間 ： 平成30 年10 月28 日 （ 日） ～11 月5 日 （ 月）

2 ) 指導の様子
10 月25 日 （ 木） に先に現地入りした上江洲安秀により、 エイサ ー 、 パ ーラ ンクー、 旗、 琉球
舞踊、 獅子舞などの指導が開始され、 28 日 （ 日） に平田 コー ディ ネ ーター が合流し、 合同 で
の指導が行わ れ た。

サ ウン ドに合わせた演舞の指導 復活さ せ た県人会の獅子も大活躍

キッズエイサ ーも真剣に 初心者が多 く
更なるレベルアップ を 目標に頑張る三線チ ー ム

- 25 -



①次世代 ワ ー クショップ
学校名 ： 聖マ タイ幼稚園
日 時 ： ①平成30年 1 0月 28 日

②平成30年 10月 29 日
③平成30年 1 0月 3 1 日

参加者 ： 延べ 1 50人

（ 日） 1 3 : 00"-' 14 : 30 

（月 ） 10 : 45,-..., 1 2  : 00 

（水） 1 2 : 00"-' 15 : 00 

(80名）

(40名）

(30名）

対 象 ： シカ ゴ沖縄県人会の子ども 達及び保護者、
聖マ タ イ幼稚圏児及び職員

ちむどんどん メ ンバー 及び保護者、

講 師 ： 平田 大一

サポ ー ト ： 上江洲 安秀

大勢が参加 し た次世代 ワ ー ク シ ョ ッ プ 自 己紹介を兼ねた 上江洲、 平田 の競演

大人向 け ワ ー ク シ ョ ッ プでは 意見交換 も 講師の演舞 に見入 る 子 ど も た ち

県人会の子 ど も 達や幅広い世代が出席 し た 未来の沖縄芸能 を担 う ウ チ ナ ー未来っ 子 ！？
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②おでかけ公演
学校名 ： 双葉会日本語学校（補習校）
日 時 ： 平成30年1 1 月 3日（土） 1 2 : 30- 1 3  : 00 観覧者 ： 800人
出演者 ： 平田 大一、 上江洲 安秀、 シカゴ沖縄県人会、 ち むどんどん 計52名

リ ハ ー サルか ら 本気モ ー ド の 指導者二人の競演 保護者を 中心 と し た 三線愛好家 グル ー プ

空手の演舞披露 獅子舞 に場内大歓声

友達の前での演技 は ち ょ っ と 緊張気味 会場での場当 た り も 入念に
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4 ) イ ベ ン ト （世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ の 日 関連） の実施状況
①イ ベ ン ト 名 ： WORLD UCHINANCHU DAY CELEBRATION in CHICAGO 

世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ の 日 記念イ ベ ン ト ～結伝 (yuiden) ~ 
つ な がろ う 伝え よ う 島心

②主催者 ： シ カ ゴ沖縄県人会

③来湯者 ： 2 1 4名 （ オ ハ イ オ 州沖縄友の会関係者、 近隣の 県人会関係者な ど）

④演舞者 ： 平田 大一、 上江洲 安秀、 シ カ ゴ沖縄県人会 (25) ち む ど ん ど ん (6 1 ) 計86名

⑤ プ ロ グ ラ ム ：

オ ー プニ ン グセ レ モ ニー

1 . 主催者挨拶 シカ ゴ沖縄県人会会長 Paula Schmidling 

2. 祝辞① 在 シ カ ゴ 日 本国総領事 伊藤 直樹

3. 祝辞② 沖縄県知事 玉城 デニー

代読 ： 沖縄県文化観光ス ポ ー ツ部文化ス ポ ー ツ統括監 山城 貴子

4. 祝辞③ アル タ ッ ク 社 アー ク テ ク ノ ロ ジ 一社 名誉会長 壁下 新

5. 特別ゲス ト 紹介

記念演舞
1 . かぎやで風

2. 空手

• 在 シ カ ゴ総領事館広報 佐野 裕太
・ シ カ ゴ 日本人会会長 吉池 学
・ シカ ゴ 日本商工会議所事務局長 三谷 哲郎
・ シ カ ゴ双葉会 日本語学校補習校校長 島袋 克
・ シカ ゴ新報社長 浦山 美子
• 聖マ タ イ ルー テ ル教会牧師 Leonardo Epple 

3. エ イ サ ー The drumming 

4. 海の声

5. 平田大ー Daiichi Hirata world 

6. 平田大ー と エ イ サ ー ダイ ナ ミ ッ ク 琉球

7. 京太郎御知行

8. 京太郎獅子舞 精神

9. 獅子舞

10. 全員 エ イ サ ー シ ン カ ヌ チ ャ ー

1 1 . 感謝状贈呈

12. 唐船 ドーイ

13. 閉会
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首里城幕 を 背景 に か ぎやで風 を 舞 う

空手の披露 三線 と 歌 と 琉球舞踊 の見事な コ ラ ボ に 感動

会場を 一つ に す る 一生懸命な子 ど も た ち の 演舞 上江洲氏 の指導で蘇っ た二頭の獅子 も 躍動す る
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大盛 り 上が り の フ ィ ナ ー レ 出演者で笑顔の記念撮影
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4 ) イ ベン ト （世界のウ チ ナ ーンチ ュ の日 関 連） の実施状況
①イベン ト 名 ： WORLD UCHINANCHU DAY CELEBRATION in CHICAGO 

世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ の 日 記念イ ベ ン ト ～結伝 (yuiden) ,..__,
つ な がろ う 伝え よ う 島心

②主催者 ： シカ ゴ沖縄県人会
③来場者 ： 2 14名 （オハイ オ州沖縄友 の会関係者、 近隣の県人会関係者など）
④演舞者 ： 平田 大一 、 上江洲 安秀 、 シカ ゴ沖縄県人会 (25) ちむどんどん (6 1 ) 計86名
⑤プログラム ：

オ ー プニ ン グセ レ モニ ー

1 . 主催者挨拶 シカ ゴ沖縄県人会会長 Paula Schmidling 

2. 祝辞① 在シカ ゴ日 本国総領事 伊藤 直樹

3. 祝辞② 沖縄県知事 玉城 デニー

代読 ： 沖縄県文化観光ス ポ ー ツ 部文化ス ポ ー ツ統括監 山城 貴子

4. 祝辞③ ア ル タ ッ ク 社 ア ー ク テ ク ノ ロ ジ 一社 名誉会長 壁下 新

5. 特別 ゲス ト 紹介

記念演舞
I . か ぎやで風

2. 空手

• 在シカ ゴ総領事館広報 佐野 裕太
・ シ カ ゴ日 本人会会長 吉池 学
・ シカ ゴ日 本商工会議所事務局長 三谷 哲郎
・ シ カ ゴ双葉会 日 本語学校補習校校長 島袋 克
・ シカ ゴ新報社長 浦山 美子
・ 聖マ タ イ ルー テル教会牧師 Leonardo Epple 

3. エ イ サ ー The drumming 

4. 海の声

5. 平田大ー Daiichi Hirata world 

6. 平田大ー と エイ サ ー ダイ ナ ミ ッ ク 琉球

7. 京太郎御知行

8. 京太郎獅子舞 精神

9. 獅子舞

I O. 全員エイ サ ー シ ン カ ヌ チ ャ ー

I I . 感謝状贈呈

I 2. 唐船 ドー イ

I 3. 閉会
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幕開 け を 彩 る 三線斉唱 首里城幕 を 背景 に か ぎやで風を舞 う

空手の披露 三線 と 歌 と 琉球舞踊の見事な コ ラ ボに感動

会場 を 一つ に す る 一生懸命な子 ど も た ち の演舞 上江洲氏 の指導で蘇っ た 二頭の獅子 も 躍動す る
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大盛 り 上が り の フ ィ ナ ー レ 出演者で笑顔の記念撮影
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5 ) そ の他

①在シ カ ゴ 日 本総領事館 表敬訪問

日 時 ： 平成30年 1 1 月 2 日 （金） 1 1 : 00"'-' 1 1 : 30 

対応者 ： 在 シ カ ゴ 日 本総領事 伊藤 直樹

表敬者 ： 文化ス ポ ー ツ 統括監 山城 貴子、 交流推進課 主任 仲村 美幸

総合 コ ー デ ィ ネ ー タ ー 平田 大一、 芸能指導者 上江洲 安秀

同行者 ： シ カ ゴ沖縄県人会 ニ コ ラ ス 郁子 （ ウ チ ナ ー 民間大使） 、 八巻希、 リ ン ダ 安里

伊藤総領事 を 囲 み和やかに懇談

②意見交換会

日 時 ： 平成30年 1 1 月 3 日 （土） 14 : 00,..._, 1 5  : 00 

場 所 ： シ カ ゴ市内 (Papagalino)

表敬の 記念撮影

参加者 ： シ カ ゴ沖縄県人会長他役員 (7名 ） 、 ミ シ ガ ン沖縄県人会長、

オ ハ イ オ 州沖縄友 の会長他 (2名）

説明者 ： 山城統括監、 仲村 （交流推進課）

内 容 ：

0沖縄県か ら の 説明

• 世界の ウ チ ナ ー ネ ッ ト ワ ー ク 強化推進事業 に つ い て

・ 次年度の沖縄芸能指導者派遣事業 に つ い て

0参加者か ら の 意見等

・ 文化芸能等 を 通 し て、 県系人に 限 ら な い 繋が り を 拡 げ る と い う こ と であ れ ば、 世界の ウ チ ナ ー

ネ ッ ト ワ ー ク では な く 、 「 ワ ー ル ド ウ チ ナ ー ン チ ュ チ ャ ン プル ー ネ ッ ト ワ ー ク 」 と い う 名称に し た
ら ど う か ？
· WU D の H P に つ い て、 県人会情報の登録が し に く い （途中保存で き な い、 上手 く プ リ ン ト ア ウ
ト で き な い 等） 。 使いや す い フ ォ ー ム の検討を し て 欲 し い 。
・ 民 間大使の任命、 活用 に つ い て
→活動 し て い な い民間大使は今後 ど う な る の か ？ 県人会 に関わ ら な い 人 も い る の が課題。
→民間大使が多す ぎ る 。 民間大使に任期 を 設 け て、 リ フ レ ッ シ ュ さ せ る の は ど う か。

年齢を重ねて活動が難 し く な っ て い る 人 も い る の で は な いか。
・ （次年度の芸能派遣事業 に つ い て ） 周辺の 県人会 と の共同 プロ ジ ェ ク ト と し て応募す る 事

は 可能か ？
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2-2-4 指導者帰国後の所感

龍神伝説 上江洲 安秀

は じ め に 文化芸能指導者派遣事業 を通 し て、 シ カ ゴ沖縄県人会、 チ ー ム ち む どん どん と 共
に 沖縄の文化芸能 の素晴 ら し さ を改め て 実感す る 事が出来た 事を、 沖縄県庁職員 の皆様 と
そ の ご関係者様、 受入れを快 く 受 けて頂い た シ カ ゴ沖縄県人会様 に 感謝申 し 上 げ ま す。

初 め て シ カ ゴに訪れた の は 、 昨年の3 月 。
シ カ ゴの エ イ サ ー チ ー ム 、 チ ー ム ち む どん どん の代表八巻みの り さ ん と の 出会いがあ り 、
シ カ ゴに足を 踏み入れた 。 す ぐ に子供達の演技披露会 を行い、 こ れか ら こ の子供達 を 指導
出 来 る 喜び と 、 そ の本 場 の エ イ サ ー を 教 え て く れ る ！ と い う 期待を込め た キ ラ キ ラ す る 眼
差 し に応 え ら れ る 指導が出来 る のか と い う 不安が入 り 混 じ っ た 中か ら ス タ ー ト を切 っ た 。
た っ た4 日 間 と い う 短い期間 の 中 で子供達 は成長 し 、 そ の子供達の成長 を 周 り の保護者が感
じ 、 保護者の 中で も 「琉球芸能 を し て みた い」 と 希望者が現れ、 県人会の方々 も 、 あ の 子
達は沖縄出身では な いが、 心 の 中 で は 「 ウ チ ナ ー ン チ ュ 」 だ よ ね と 、 希望す る 保護者 に も
快 く 三線な ど伝授 し て い っ た 。

6月 に行われた シ カ ゴジ ャ パ ン フ ェ ス タ で は、 沖縄 を テ ー マ と し て 物販 コ ー ナ ー や各ス テ ー

ジ で も シ ョ ー を行い、 メ イ ン 会 場では客席 と ス テ ー ジ横を埋め尽 く す観客で、 出演者 も 感
動の プロ グ ラ ム と な っ た 。

11月 の ウ チ ナ ー ン チ ュ の 日 は、 そ の ジ ャ パ ン フ ェ ス タ を き っ か に シ カ ゴ沖縄県人会が中心
と な り 琉球舞踊、 三線、 空手、 エ イ サ ー 、 獅子舞な ど練習 を行い、 技術の 向上 と 同時 に 県
人会の メ ンバ ー に も 故郷の文化 を 継承す る ス ピ リ ッ ツ が更 に 熱 く 燃 え上が り 、 初め て シ カ
ゴに訪れた 8 ヶ 月 と は顔付 き も プロ 並み に仕上がっ た 。

ウ チ ナ ー ン チ ュ の 日 in シ カ ゴ、 メ イ ン プロ グ ラ ム の 「結伝」 で は 曲毎 に MCを 入れず、 曲 と
曲 の 間 に ス テ ー ジ 内 を 展開 さ せ る プロ グ ラ ム に仕立て、 「結伝」 を観て琉球芸能 を ほ ぼ堪
能 出来 る 内容 と な り 、 カ チ ャ ー シ ー で会 場が一つ に な っ た 。 口 々 に 飛び交 う 、 「沖縄に行
こ う 」 「沖縄で会お う 」 「故郷の 芸能 を も っ と 大切 に し て い こ う 」 文化芸能指導者派遣事
業の 中 で 目 指す、 ウ チ ナ ー ン チ ュ と し て の心、 そ し て ウ チ ナ ー ン チ ュ で は な い ウ チ ナ ー ン
チ ュ が も つ心が一つ に な り 成功 の鍵 と な っ た 。

ま た 、 こ れか ら 先 も ず っ と シ カ ゴ沖縄の文化芸能が絶え る こ と な く 続い て い く 事 と 、 出会
え た縁を キ ッ カ ケ に こ れか ら も 同 じ ウ チ ナ ー ン チ ュ と し て 支 え て い き た い。
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2-4- 1 バ ン ク ーバー旅行行程 (2月 1 2 8 --2月 25 日 ）

バン ク ーバーヘの沖縄文化芸能指導者派遣の全体スケジュールは以下の通りである。

■バンクーバー沖縄県友愛会派遣スケジュール
日付 発地／灌在地 発時間 着時間 スケジュール

帽畢看（亀井」 着嶋）バンクーバー入り

那覇～成田 12:30 14,55 罵覇発． JL6122便にて空路． 成田へ

成田 18：船 成田発、 JL001 8便にて空路、 パンクーバーへ

2/12 ー一 日付責更線一一
1 

（火） 10:35 パンクーパー預着、 入国響査～県人会迎え

13:30 朝1!1劃会長よりブリ ーフィング擾 、 ホームステイ先ノースパンクーパーヘ向け出発
パンクーバー

県人会役員及び芸熊関係看と打合せ

16:00 18:00 県人会宅にて積古 樋り・三艤

13:30 県人会役員及び芸能闘係者と鼠合わせ及び打ち合わせ

2 
2/13 

バンクーバー イペント会場、 練詈会場 、 下見17:30 
（水）

19:00 21:00 黒人会宅にて稽古 騒り・三繍

15:00 景人会役員及び芸能舅係看と打合
2/14 

パンクーパー 累人会宅にて積古 羅り・三繍3 17:00 
（木）

19:00 22:00 日 系人合同教会にて合同積古

4 2/15 （金） パンクーパー 19:00 22:00 累人会宅にて稽古 漏り・三艤

2/16 1 1 :00 13:00 累人会スタッフとの打合せ

（土）
パンクーパー

17:00 19:00 日 系人合同教会にて合問積古 踊り・三線衣猿合わせ

6 2/1 7 （ 日 ） バンクーパー 籟日 パンクーパー市内視察

7 2/18 （月） パンクーパー 20:00 22:00 パンクーパー沖縄太鼓への練詈参加

2/19 1 1 :00 13:00 県人会スタッフとの打合せ
8 

（火）
バンクーパー

19:00 21:00 日 系人合問教会にて合同積古

平田コーディネーター
、 県職員 パンクーバー入り

那覇一成田 12·30 14·55 愚扇発、 JL61 22侵にて空路、 成田へ

2/20 成田 18:40 成田覺｀ JLOOl 8便にて空路、 バンクーパーへ

（水） ー一 日 付責更繍ー一

10.35 パンクーバー封着、 入111書査～ 景人会迎え

19:00 21 :00 日 系文化センターにてリハーサルを葦ねた合問稽古

1 1 :00 13:00 県人会スタッフ打合せ

2/21 17:00 19:00 日 系文化センターにてリハーサルを葦ねた合同積古 踊り・三繊
10 

（木）
バンクーバー

19:00 20:00 日 系文化センターにてワ ークショッブ

20.30 22:00 県人会・ スタッフとの交漬会

2/22 19:00 日 系文化センターにてリハーサルも葦ねた合同積古
I I  

（金）
パンクーパー

21 ·30 会場セッティング

1 1 :00 14,00 指導者、 県担当者会湯入り 、 リハーサル｀ 音響確認等

15:00 開場

12 
2/ね

バンクーバー 主饉：パンクーバー沖縄県友畳会
（土）

16:00 21:30 

イペン＂尉,名:2011 NEW YEAR P“汀Y膚隼·

場所：N;kkei Nation●I Museum & Cultur●I Centre 

措導看（亀井、 選嶋） 、 平田コーディネークー

、 県職員帰国

2/24 10·30 1 1 :30 出国手続 、 通舅手続、 搭彙手続
13 

（ 日 ） パンクーパー 13·10 バンクーパー発、 JL0017便にて空路、 成田へ向け出覺

-- 日付資更織ー一

指導看（亀井、 選嶋） 、 平田コーディネーター

、 県職員 日本着

2/25 成田 16:30 成11l着
14 

（ 月 ） 入国響査 、 逼舅手続、 搭景手絨

成田～獨覇 19:00 22·25 成田覺、 JL61 1 9便にて空路、 嘉覇へ向け出覺
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2-4-2 指導実施概要

カ ナダ ・ ブリ テ ィ ッ シ ュ コ ロ ン ビア州バ ン ク ーバー／バ ンク ーバー沖縄県 友愛会

l )実施 概要
カナ ダ、 バンクー バー 沖縄県友愛会が開催する毎 年恒例 の行事 「新年会」 にお いて、 世界のウ
チナ ー ンチュの日を祝う イベント も 兼ね た特別企画を催すにあ たり、 以下 のとおり芸能指導
者 を派遣 し 、 三線演奏 の向上と八重山舞踊マ ミ ドーマ の指導、 ま た次世代対象 の琉球 ダンス
の指導を行 い、 現地 のワ ー クショップ開講や イベント ヘ の出演などを行っ た。
①亀井美音 、 岩崎カンナ 派遣期間： 平成 31 年2月1 2日 （ 火） ～25日 （ 月）

②総合 コー ディ ネ ーター 平田大一 派遣期間： 平成 31 年2月20日 （水） ～ 25日 （ 月）

2)指導の様子
先に現地入りし た亀井美音、 岩崎カンナ の2人の指導により役割分担 を し なが ら、 ホ ー ム ステ
イ宅 、 日系合同教 会を 会場にほ ぼ毎 日のよう に三線と舞踊 の練習 が開かれ た。 平田 コー ディ
ネ ーター が合流後は 当 日会場の日系文化セ ンター に会湯を移 し 、 本番 に即 し た練習 に切り替
え 、 ま た幅広 い世代に向けた母 県沖縄での文化的取り組み の事例紹介 ワ ー クショップ も 開催
し 、 本事業 の動機付けや 県人会活動の更なる発展 に寄与するアドバイスを行っ た。

①練習 （合 計 1 2回実施）
＊ ホ ー ム ス テ イ 宅／4回 ( 2 /12、 13、 14、 15) 4人～5人の小単位での稽古
＊ 日 系合同教会 ／3回 ( 2 /14、 16、 19) 20人～25人の踊 り と 三線の合同稽古
＊ エイ サ ー チ ー ム 「バ ン ク ーバー沖縄太鼓」 の稽古場にて練習視察 と 合同演舞の打ち 合わせ／1回 (2/18)
＊ 日 系文化セ ン タ ー／4回 ( 2 /20、 21 、 糾ー、 22) 30人程の踊 り と 三線、 本番会場を使っ た湯当た り や リ ハ ー

サルも 兼ねた合同稽古及び、 平田氏 に よ る座学の ワ ー ク シ ョ ッ プ （盆且ーに 同会館の別室にて） を開催

キッズ向 けの琉球ダンス指導 幕開 け舞踊の所作の確認

三線演奏に多 く の方が挑戦 八重山の民俗舞踊マ ミ ド ー マを踊る
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衣装合わせ を し なが ら
子 ど も 達の ヤ ル気 も 盛 り 上げま す

覧“ ー·置
＇ ァ

↓’ • 一 •t亀 -’へ '.
. .. 9, ! ＇' -; ｀ -t,1 

ノ鼻1 •., ,,._ \ •�1/ ; 

駈: . ..、VI
重

真剣 な表情で琉球舞踊 を舞 う メ ンバー

②ワ ー ク シ ョ ッ プの実施
「総合 コ ー デ ィ ネ ー タ ー平田大一の沖縄 ち む ド ン文化講座」 開催は 1 回

場所 ： 日 系文化セ ン タ ー講座室
日 時 ： 2月 2 1 日 1 9時～20時／約60分

参加者 ： 子 ど も 達～高齢者の約30人程度が参加。

内容 ： 映像等 を 使 っ て沖縄で行われて い る 「地域お こ し 、 人財育成」 の成功事例 を 3 つ紹

介。 好評を 戴 き 、 新年会当 日 の昼食の 時間に も 同様の プ レ ゼ ン タ イ ム を再度開催。 いずれ も
母県沖縄の ア イ デ ン テ イ テ ィ や文化に根差 し た ユ ニ ー ク 且つ感動す る 先行事例 と し て 励 ま さ
れた と 多 く の コ メ ン ト を寄せ て い た だ い た 。

映像を使っ て分か り や す く 活動事例を紹介す る 熱心 に講話 に 聞 き 入 る 参加者達

3) イ ベ ン ト

①イ ベ ン ト 名 ： 20 1 9 NEW YEAR PARTY／新年会

②主催者 ： バ ン ク ー バ ー 沖縄県友愛会

③来場者 ： 1 50名 （バ ン ク ーバ ー沖縄県友愛会関係者、 近隣の県人会関係者な ど）

④演舞者 ： 平田大一、 亀井美音、 岩崎カ ン ナ、 バ ン ク ー バ ー沖縄太鼓、 バ ン ク ーバ ー沖縄県
友愛会37名 （合計40名）
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⑤プロ グ ラ ム

VANCOUVER OKJNAWA-KEN YUAJKAJ ／ バンクーバー沖縄黒友畳会

2019 NEW YEAR PARTY ／ 新年会
MC's for The Evening: Thomas Okuma、 Hiro Tsujimoto, Howard Lam, Akira Miyagi 

1 .  �: Thomas Okuma 

2 .  �: Governor of Okinawa Prefecture Mr. Denny Tamaki 

read by Akiko McCall 

3 .  IQMI: Kenyu Nakadomari 

4 .  M郎り郎E - KNAPI-fu&9WAI•BUSHI I 幕開け かぎやで風、 祝い節

5 .  QJfitifB 

Dancer : Fumiko Oyama, Asuka Kusaoo Drum : Mien Kamei 

Sanshin: Thomas Okuma, Hugh Kamizato, Taigi Maeda, Maki Tsujimoto, Hinata Asada 

Naoki Hirano, Ryoko Milling, Maya Milling, Marina Watabe 

6 .  Back2round of Establishment of "World Uchinanchu Dav" & Promotion Vi 

Okinawa Prefecture Government, Akiko McCall 

7 .  YOT只TAKE I 四つ竹
Dancer : Mien ぬmei Drum : Gina Asato 

Sanshin: Hugh ぬmlzato, Taigi Maeda, Maki Tsujimoto, Hinata Asada 

Naoki Hirano, Ryoko Milling, Maya Mil ling, Marina Watabe 

8 .  � 浜千鳥

Dancer : Fumiko Oyama, Sachiko Tsujimoto, Joyce Kusano, Misako Miyagi, Miyuki Kamisato, 

Masami Hanashiro, Naoko Tsukayama, Haruhi Asada 

9 . 汗EC9Al.PERFORMANCE;WMEN0-KOPOV I夢の競動 Kanna Iwasaki 

10 . � 

11 . �涛の声、 シンカヌチャー

Vancouver Okinawa Talko: Masami Hanashiro, Shawn Nakamoto, Hiroko Asada, Makiko Tsujimoto, Hinata Asada, 

Haruhi Asada、 Kyoka Yamakawa, Maya Milling, Kyoko Tazumi, Ana Nakama 

12 . 汗肛�: Daiichi Hirata 

13 . HANDS-ON PERFORMANCE "Let's Oance with Daiichi Hirata" on .. Mir-uk11_m山i_a_ri_"

14 . �チキンダンース： All Children 

15 . � 

16 . MAMJ..l2QMA...L マミドーマ

Dancer : Kanna Iwasaki, Fumiko Oyama, Sachiko Tsujimoto, Joyce Kusano, Misako Miyagi, Miyuki Kamizato, 

心uka Kusano, Masami Hanashiro, Hiroko Asada, Naoko Tsukayama, Haruhi Asada 

Sanshin: Mion ぬmei, Maklko Tsujimoto, Hinata Asada & Sanshin Singers 

17 . SPECIAL PERFORMANCE: Mlon Kamei 

18 . Q.Q.Q.B.ffilZ印＆肉lメ） T10(雨

19 . �江NTATION

20 . � ダイナミック琉球
Si噂er : Mion ぬmei Instructor: Kanna Iwasaki 

Dancer : Hinata Asada, Haruhi 心ada, Teiya Lam, Maiya Lam, Noah Kayo 

Keiju Tsujimoto, Juna Tsuj imoto, Juno Tsuj imoto, Mariana Ma臼na

Drum : Daiichi Hirata 

Director : Daiichi Hirata 

21 . � カチャーシー

22 . � 

San shin: Shotoku Asato Drum : Gina Asato 

OARD MEMBERS: Thomas Okuma, Hiro Tsujimoto, Ryuji Asada, Howard Lam, Yukari Okuma, Hugh Kamisato 

Sachiko Tsujimoto, Aklra Miyagi, Miyuki Kamisato, Joyce Kusano, Asuka Kusano、 Mlsako Miyagi, Talgi Maeda, Maklko Tsujimoto 
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初挑戦 ！ マミド ー マを笑顔で踊る 指導員 「亀井美音」 さ んの独唱

愛 く る し い 幼児 に よる演技チ キ ン ダンス 幕開 けの三線斉唱 と か ぎやで風

新旧世代 に よ る息のあ っ た古典舞踊浜千鳥 ポ ッ ト ラ ッ ク と 呼 ばれる一品持 ち 寄 り 料理

指導員 「岩崎カ ン ナ 」 さ ん独演 フ ィ ナ ー レ は 出演者総出のダイ ナミ ッ ク 琉球
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2-4-4 指導者 帰国後の所感

亀井美音

私に と っ て語学留学以来約3年ぶ り に お 会 い す る バ ン ク ー バー 県人会の 皆様は、 2月 の雪降 る 厳 し い

寒 さ に負 けず変わ ら ず と て も 暖か く 迎 え て 下 さ い ま し た 。 到着 し た 日 の 晩の合同練習 は積雪で中止

に な っ た も の の、 ス テ イ 先の近所の メ ンバ ー が足を 運んで く だ さ り 、 「早速マ ミ ドー マ の 踊 り 方を

教えて ほ し い ！ 」 と 真剣 な 眼差 し で練習 に 取 り 組んで下 さ い ま し た 。 そ の後の合同練習 日 で は、 私

達が練習場に到着 し た 頃 に は すでに三線隊が揃 っ て お り 、 私が留学時代 に 一緒に三線を弾いて い た
メ ンバー は も ち ろ ん、 そ の後 そ の メ ンバー を 中心 に 県人会で三線 ク ラ ブを 開 き 、 さ ら に新 し い メ ン

バーが増 え て い た こ と を 知 り 本当 に驚 き 感動 し ま し た 。

滞在 し て い た 約 2 週間、 殆 ど毎 日 練習 日 を 設 け て お り ま し た が、 学校や お仕事でそ れぞれの生活が

あ る に も 関わ ら ず、 多 く の県人の皆様が練習 に 参加 し て く だ さ り 、 笑いが絶 え ず本当 に あ っ と い う 間

で し た 。 ま た 、 一 日 一 日 ぐ ん ぐん吸収 し パ ワ ー ア ッ プ し て い く 姿に圧倒 さ れ る こ と も あ り ま し た 。

さ ら に、 歌詞 の意味や歌唱法、 踊 り の意味に つ い て、 沖縄で育ち 芸 を 学 びす っ か り 馴染み深 く な っ

て し ま っ た 故に考え た こ と も な い よ う な質問 を さ れ る こ と も あ り 私 自 身大変勉強 に な り ま し た 。 練

習を重ねる ご と に私達 と 県人メ ンバー 一団 と な っ て稽古に励んだ こ の 2 週間 は と て も 有意義で遠 く

離れた 地 に い て も 沖縄の文化 を 通 じ て 一緒に 熱 く なれ る こ と を 実感 し ま し た 。

滞在か ら 十 日 、 演 目 も 形 に な っ て き た 頃、 平田 さ ん と 県庁か ら 儀 間 さ ん、 マ ッ コ ー ル さ んが現地 に

到着 さ れ ま し た 。 県人の 皆 さ ん も 私 も 気が引 き 締 ま り 、 よ り 一層真剣 に 取 り 組んでい き ま し た 。 そ

の 中 で、 平田 さ ん よ り 沖縄での活動 に つ い て の ワ ー ク シ ョ ッ プがあ り ま し た 。 小浜の元気 な お ばあ

ち ゃ ん達の お話や 中高生達が演 じ る 歴史の演劇そ し て 黒木の苗 1 00年 プロ ジ ェ ク ト 、 どれ も 面 白 い 内

容で小 さ な沖縄で こ んな に 色 々 な世代の ウ チ ナ ン チ ュ が様々 な方向で挑戦 し て い る こ と に県人の皆

さ ん も 驚 き 、 そ し て 「私 た ち も こ ん な こ と や り た い さ ー」 と 喜んでい ま し た 。

そ し て こ の ワ ー ク シ ョ ッ プの締め に平田 さ んか ら 「 ど こ か ら ウ チ ナ ン チ ュ だ ろ う 」 と い う お 話があ

り ま し た 。 そ の 時私が強 く 考え さ せ ら れた こ と は、 今回の練習の際、 県人会会員 の み な ら ず、 他府県

出身の方な ど も 積極的 に 参加 し て 下 さ り ま し た 。 留学時代に知 り 合っ た 方、 今回初 め て お 会い し た

方 と そ れぞれお ら れま し た が稽古時間が仕事終わ り の ぎ り ぎ り で あ っ て も 毎回三線を持ち 込み、 沖

縄の文化 に興味を持っ て 参加 し て 下 さ る の は 同 じ く 文化 を 愛 し 芸 を 学ぶ身 と し て こ の上な い喜びで

あ り 、 も っ と 面 白 い音楽を共有 し た い と い う 気持ち に駆 ら れ ま し た 。 県人会の練習 と い う こ と も あ

り 端の方で遠慮がち に座っ て お ら れま し た が全体手合わせの際、 楽 し そ う に ヘー シや三板を 鳴 ら す

姿を見た時 は間違い な く 県人会メ ンバー と 同 じ よ う に全体か ら ウ チ ナ ン チ ュ の 世界が広がっ て い ま

し た 。

今回私は演 目 を 仕上 げ る こ と でい っ ぱい に な っ て し ま い ま し た が、 今後の課題 と し て 一層芸を磨い

て い く こ と は も ち ろ んですが、 海外の皆 さ ん と 音楽や踊 り を 通 じ て、 血筋だけでな く 沖縄を愛す る
皆 さ んでつ く る 現地の ウ チ ナ ン チ ュ の輪を、 さ ら に豊か に し て い く サ ポ ー ト がで き た ら と 思い ま し

た 。 ま た 、 移民か ら 何十年 と 経ち 、 4 世が誕生す る 時代 に 特 に カ ナ ダの よ う な マ ルチ カ ルチ ャ ー の

移民国では、 沖縄の ア イ デン テ イ テ ィ を感 じ て 欲 し い と 、 お 子 さ ん と 一緒に練習 に 参加 さ れ る ご両

親 も お ら れ ま し た 。 も う 殆 ど 日 本語が分か ら な い、 けれ ど こ ん な に 熱いル ー ツ があ る ん だ と 感 じ て

も ら え る 手助 け も し て い き た い と 思 い ま し た 。 こ の 派遣に よ っ て広が っ た 現地の ウ チ ナ ン チ ュ の輪

が、 私た ち が帰沖後 も 続い て い け る 為 に 、 現地で技術 を 伝 え る こ と と そ れ以外では何がで き る だ ろ

う 、 と い う こ と を と て も 考 え さ せ ら れ ま し た 。

- 37 -



岩崎カ ン ナ

こ の度バ ン ク ーバー沖縄県友愛会へ派遣 し て頂 き 、 私 は主 に ダンス の指導を さ せ て 頂 き ま し た。 新
年会では主に マ ミ ド ー マ と ダイ ナ ミ ッ ク 琉球の踊 り の 指導を し 、 1 世の方、 2世の方両方 と 多 く 触れ
合 う こ と がで き ま し た 。 バ ン ク ーバー沖縄県友愛会は主 に 1 世の方々 で構成 さ れて お り 、 50代～70代
の方を 中心に構成 さ れて い る よ う な印象 を受 け ま し た 。 お互い に意見 を 交換 し合い な が ら 活動を進
め て い る様子がよ く 見 え ま し た 。

現地で大 き く 課題に 感 じ た こ と は、 友愛会の活動へ の若者の参加が乏 し い こ と です。 こ れは私が3 年
間関わ っ て い た ロ サ ンゼルス の沖縄県人会で も 同 じ課題があ り ま し た 。 友愛会の メ ンバー に お話を
お伺 い し た と こ ろ 、 現在定期的な友愛会 の イ ベ ン ト な ど は な く 、 新 し い メ ンバーが参加す る 機会 と
い う のがあ ま り な い よ う な 印象 を 受 け ま し た。 現在主 と な っ て活動 さ れて い る メ ンバー は 引 き 継 ぎ
を し た い と 考 え て い る 方 も い る よ う ですが、 若い20代、 30代の力が不足 し て い る た め 、 実質難 し い
と の こ と で し た 。 最近は少 し づつ若い人向 け の イ ベ ン ト の企画な ど も 初め て い る よ う で、 今度の ダ
イ ナ ミ ッ ク 琉球では小学生～高校生の県系人 も 1 0人ほ ど参加 し て く れた ので、 彼 ら が友愛会の活動に
こ れか ら も っ と 参加 し て く れ る と バ ン ク ーバー の沖縄 コ ミ ュ ニ テ ィ が さ ら に盛 り 上が る だ ろ う な と
思い ま し た 。

又、 色々 と お話 を お 伺 い す る 中で、 友愛会の メ ンバーが三線や琉球舞踊な どの沖縄の文化 ・ 芸能 を
長期で指導 し て く れ る 人を欲 し て る と い う こ と も 分か っ て き ま し た 。 現在友愛会では三線や舞踊の
流派を 受 け継 ぐ方がお ら ず、 指導 し て く れ る 人がいれば定期的に集 ま っ て 習い た い と い う お話を し
て お ら れ ま し た 。 そ の真意 に は、 こ れか ら 先子供達 に 沖縄の文化 を 継承 し て い き た い と い う 思 い も
あ る よ う です。

私が今回の派遣を通 し て 感 じ た こ と は主に上記の 内容ですが、 今現在1 世の方が主 と し て動 い て い る
活動 を 2世、 そ し て そ の先の世代が加 わ っ て い く と 、 よ り 新 し い発想 を 取 り 込ん だ友愛会の形が生
ま れ る のでは な い か と 思 い ま し た 。 や は り そ の為に は若い世代の参加が必要であ り 、 今回の新年会
での取 り 組み、 特 に ダイ ナ ミ ッ ク 琉球で 集 ま っ て く れた子供達を 中心に更に多 く の若い人が集 ま
り 、 老若男女問わずみん なで力 を合わせて沖縄コ ミ ュ ニ テ ィ を発展 さ せ て い く こ と が理想だ と 考え
ま す。

そ し て、 こ の 事業の主 旨 の 一つであ る 、 「202 1 年の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大会で再会 し ま し ょ う 」 と い う
呼びか け に お い て は昨年度、 今年度 と 派遣先 に選ばれた世界の県人会（ロ サ ンゼルス、 サ ンパ ウ ロ 、
シ カ ゴ、 オハイ オ、 バ ン ク ーバー）が派遺時に 習 っ た 演 目 な どで一緒に共演で き る よ う な ア ト ラ ク
シ ョ ンが あればよ り 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ の結束力が高 ま る と 思 い ま し た。 そ の た め に、 今後 も こ
の文化芸能指導者派遣事業を 続 けて い き 、 さ ら に多 く の世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ を 巻 き 込んでい く 必
要があ る と 強 く 思い ま す。 こ の事業で派遣 さ れた者 も 受 け入れ先の県人会 も こ の事業 を経て、 強い
結びつ き を 得 る こ と がで き ま す。 そ れ は昨年度、 今年度 と 派遺 さ れた 当事者の私が一番強 く 実感 し
て る こ と です。 な の で是非今後 も こ の事業が続い て い く こ と を 心か ら 願 っ て お り ま す。 世界の ウ チ
ナ ー ン チ ュ は沖縄か ら の派遣者 と の交流 を 強 く 心待ち に し て い ま す。

今回 は貴重な体験を さ せ て頂き誠 に あ り が と う ござい ま し た。
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第3章 メ ディ ア掲載事例

現地県人会向 け の激励動画の撮影 （シカ ゴ） 世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ の 日 をPR （オハイ オ ）

奥間会長へ派遣団 よ り 贈答品の手交セ レモニ ー （バ ン ク ー バー）
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l ) 沖縄タ イ ム ス 20 18年 10月 30 日
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催
し
県
人
会
交
流

「
ウ
チ
ナ
ー

ン
チ
ュ
の
H

」

【
ク
リ
ッ
シ
ー

窃
士
杢
湮g
「
沖
縄
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⑩
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縄
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縄
友
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入
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態
躯
羞
業
で
派
遣
さ
れ
た
芸
い
い」
の
声
が
響
い
て
い
た 。

沿

も

ら
州

且
麿
も
靡 。
会
笑
い
＿―-
線
グ
ル
ー

プ
は
「
沖
編 、
ウ

●
オ

に
盛
皇
が
り 、
幕
を
閂し
た 。
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3) 琉球新報 20 1 8年2月 4 日
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世界の ウ チ ナ ー ン チ ュ の 日 を 記念 し た
手作 り ケ ー キ （ オ ハ イ オ ）

世界 に雄飛す る 三線文化 を
記念 し て サ イ ン （ シ カ ゴ）

第4章 関連資料

移民劇 「 メ ン ソ ー レ ワ ー ル ド ウ チ ナ ー ン チ ュ 」 の
チ ラ シ を コ ラ ー ジ ュ し た ボー ド （バ ン ク ーバ ー ）

- 43 -



4-1 制作物

l ) 旅の しおり

2 ) 舞踊に使う小道具

今回の派遣事業のプログラム、 マミドー マ用に製作された現地県人会に よ る小道具の数々 。

新たな演目が引 き続き演じ続けられていく ためには主体的な取り組みは大切

3) 舞台衣装不足と聞き平田氏 よ りバンク ーバー沖縄県友愛会に着物を5枚進呈
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4-2 掲示物 ・ 配布物

会場受付も笑顔でハイサイ ！ ハイタイ ！
（オハイ オ ）

シカゴ沖縄県人会の フ ラ ッ グがお 出迎 え
（シカゴ）

ウチ ナ ー ンチ ュ の日PRバナ ー を掲示
（バンク ー バー ）

手作 り の指導者紹介ボー ドも製作
（オハイ オ ）

参加者に配布 さ れたパンフ レ ッ ト と記念 グ ッ ズ
（シカゴ）
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バナ ー掲示後、 セ ッ テ ィ ングさ れた会場
（バンク ー バ ー ）


